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Gaの炎症病巣への集積に関する実験的研
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　s7
　Gaが炎症病巣へ集積することは一般的に認めら
れているo我々は成熟家％の腓腹筋に炎症を作成し，

シンチグラフイ，病理組織，オートラジオグラフイに
より炎症経過による67G　aの莫積変化を経時的に観察

し，炎症病巣検出への有用性を検討したので報告する。

　起炎菌としてE．colik12株を使用，菌数2
～3x1　O‘Oの菌液1ccを成熟家鬼右側腓腹筋のほ

ぼ中心に注入し炎症病巣を作成o菌液注入後，1日，

1週，2週，3週，4週の5グループに分け，病理組
織学的標本を作成し病理組織学的に炎症の経過を観察
するとともに各グループ6羽ずつ，　67G　a－citra－

te　2UOivC　iを静注し，6時陶，24時間，48
時間，72時間，96時間後にシンチカメラで100
キロカウントにて撮影した○データ処理にて集積を数

量的に算出し，炎症側と正常側との集積比をとリ比較
した。b’7G　aの集積が最も強い菌液注入後1日の炎症

病集に97Ga－citrate　2mCiを投与しミクロ
オートラシオクラムを作成し，　s7G　aの集積状態を観

察したo

　炎症病巣の病理組織学的所見は1日および1週で好

中球浸潤が強く，1週で臆瘍を形成，2迦より高度の
肉芽形成，結合織の増生をみたo炎症病巣への67G　a

集積比は1日および1週で非常に高く，2週以後は急

に低下したoミクロオートラジオグラフイの結果，細
胞浸潤の強い部位に一致して67G　a集積がみられたo

好中球浸潤の強い初期の炎症病里では明　な集積像を

検出できるが，炎症病巣の修復過程が進み好中琢浸

油が弱くなるにつれて集積も弱くなると考えられ喬

67CS　a－citrate投与後のシンチグラフイ最適時

勘は，初期炎症ては46時間，修復過程の進んだ炎症
では24時間であつたo

　炎症病巣の検出法として臨床的に応用していく立場

よリ考え、炎症経過による検出法の違いを実験結果に

文献的考察を加えて報告する○
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　腫瘍親和性放射性同位元素として注目された67Ga－

citrateは、現在各方面でその有用性が認められてい

る。さらにこの核種においては炎症性疾患にも陽性像

を呈することが報告されている。我々は今回特に炎症

性疾患における67Ga－citrateの摂取と診断面での有用

性について検討した。

　対象は1976年4月より1979年4月までの、のべ155
例as7Ga－citrate　sc　intigramである。その内訳は、悪性腫

瘍41例、炎症性疾患（Sarcoidosisを含む）42例、その

他の疾患22例、scan部位に疾患のなかったもの54例で

ある。炎症性疾患では、肺疾患29例、肝疾患11例、そ

の他2例であり、肝疾患はすべて肝膿瘍であった。肺

疾患では結核9例、気管支炎2例、Sarcoidosis　9例、肺

炎5例、胸膜炎2例、肺膿瘍2例であった。
67Ga－citrateは2mci静注し、通常48時間後に撮像し

た。それぞれのscintigramを病原への摂取の度合により、

強陽性（H）、中等度陽性（＋）、有意な摂取（一）

と分類した。

　肺疾患では（井）9例、　（＋）14例、　（一）6例で、

各疾患の急性期の例は（十）で、治療経過に従い（＋）、

（一）と変化を示した。肺結核、Sarcoidosisでの病期、

病勢の決定には有用であった。また肺炎では重症度と

の関連が示唆された。

　肺膿瘍、肝膿瘍では、治癒過程の観察と治癒決定に

育用であった。今後さらに炎症性疾患の症例を集積し、

経時的な観察を中心に検討をすすめていく予定である。
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